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大
正12

年（1923

）関
東
大
震
災
で
焦
土
と

化
し

た
横
浜
市
街

『
大
震
災
写
真
画
報
』
か
ら
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戦
災
の
焼
跡
を

片
づ
け
る

横
浜
市
民（
本
町4

丁
目

付
近
）

『
マ
ッ

カ

ー
サ
ー
の
見
た

焼
跡
』か
ら
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昭
和48

年（1973

）重
化
学
工
業
地
帯
の
工
場
群（
川
崎
市
川
崎
区
白

石
町
・

扇
町
・

南
渡
田
町
付
近
）
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酒匂溪谷にかかる東名高速道路

都市化が進む相模野台地（海老名市東部と綾瀬市付近） 神奈川新聞社提供
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一大臨海工業地へ帯と成長した埋立地神奈川新聞社提供
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序

私
た
ち
の

こ

の

県
域
に
、

人
跡
が
記
さ
れ
て

か

ら
、

お
よ
そ
三
万
年
に

な
る
と
い

わ
れ
て

お

り
ま
す
。

私
は
、

県
内
の

す
み
ず
み
に

足
を
運
ん
で

お

り
ま
す
が
、

そ
の

度
に
、

そ
こ

に

刻
ま
れ
て

い

る
私
た
ち

の

祖
先
の

す
ば
ら
し
い

営
み
に

驚
き
、

そ
し
て
、

こ

れ
を
誇
り
に

感
じ
て

お

り
ま
す
。

古
代
か

ら
中
世
に

至
る
一

大
変
革
は
、

申
す
ま
で

も
な
く
、

相
模
と

武
蔵
の

両
国
の

武
士
団
を
中
心
と

し
て
、

鎌
倉
を
舞
台
に

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に

そ
の

後
、

鎖
国
三
百
年
の

ね
む

り
か

ら

さ

め

て
、

新
し

く
世
界
に

門
戸
を
開
い

た
の

は

横
浜
で

し
た
。

こ

の

よ
う
な
過
去
を
踏
ま
え
、

す
ぐ
れ
た
伝
統

を
未
来
へ

伝
え
る
こ

と
は
、

私
た
ち
に

課
さ
れ
た
責
務
だ
と

考
え
て

お

り
ま
す
。

神
奈
川
県
史
の

編
集
は
、

昭
和
四

十
二

年
か

ら
手
が
け
、

す
で

に
、

通
史
編
・

資
料
編
等
三
十
六
巻
、

三
十
八
冊
の

完
成
を
み
て

い

ま
す
。

本
巻
は
、

そ
の

総
集
編
で

も
あ
り
、

神
奈
川
三
万
年
の

起
伏
に

富
ん

だ
歴
史
を
概
観
し
た
も
の

で

す
。

神
奈
川
県
史
三
十
八
冊
と
あ
わ
せ

御
利
用
い

た
だ
き
、

神
奈
川
の

未
来

を
展
望
す
る
手
が
か

り
に

し
て

い

た
だ
け
れ
ば
幸
い

で

す
。
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本
巻
を
御
執
筆
い

た
だ
い

た
前
神
奈
川
県
史
総
括
監
修
者
竹
内
理
三
氏
の

御
努
力
と
、

こ

の

編
集
に

御

協
力
を
い

た
だ
い

た
前
神
奈
川
県
史
主
任
執
筆
委
員
児
玉
幸
多
氏
・

大
久
保
利
謙
氏
・

安
藤
良
雄
氏
に

心

か

ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
十
二

月

神
奈
川
県
知
事

　
長

洲

一

二
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目

次

序は
じ
め

に

原
始
・

古
代

一

　
人
間
の

痕
跡

㈠
　
最
古
の

人
跡

二

万
年
前
の

人
跡（
三

）　
一

万
年
以
上
つ

づ
い

た
先
土
器
の

時
代（
六

）　
土
器
と
弓
矢
の

出
現（
七

）　
竪
穴
住
居
の

時
代（
九

）　
集
落
の

発
展（
一

〇

）

㈡
　
日
本
人
の

原
点

稲
と

鉄
の

伝
播
と
弥
生
文
化（
一

二

）　
定
住
集
落
の

発
生（
一

四

）

㈢
　
毛
人
国
の

成
立

集
落
が
小
国
を
形
成
す
る（
一

七

）

二

　
大
化
の

改
新
と
相
武

㈠
　
杖
刀
人
の

首

杖
刀
人
の

首（
二

〇

）　
国
造
と

屯
倉（
二
一

）

㈡
　
大
化
改
新

東
国
に

始
ま
る
新
体
制（
二
三

）　
白
村
江
の

敗
戦
と
防
人（
二

六

）
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㈢
　
律
令
制
下
の

相
武

中
央
支
配
の

体
制（
二

九

）　
中
央
に

集
中
す
る
官
道（
三
〇

）　
相
模
の

古
代
物
産（
三
一

）　
文
化
の

伝
播（
三
五

）

三
　
中
世
の

夜
明
け

㈠
　
僦
馬
と

騎
馬
の

風
土

僦
馬
の

党（
三
九

）　
内
乱
と
相
武（
四
〇

）　
平
忠
常
の

乱
と
相
武（
四
二

）　
荘
園
と
武
士（
四

四

）　
公
領
と
武
士（
四
七

）　
源
義
朝
父
子
の

相
武
経
営（
四

九

）

京
洛
に

戦
う
相
武
の

武
士（
五
〇

）

中
世

一

　

武
家
の

府
鎌
倉

㈠
　
鎌
倉
殿
の

誕
生

頼
朝
鎌
倉
に

入
る（
五
三

）　
鎌
倉
幕
府
の

成
立（
五
五

）　
鎌
倉
街
道
の

整
備（
五

六

）　
鎌
倉
の

町
造
り（
五
九

）

㈡
　
栄
え
る
鎌
倉
文
化

京
下
り
の

文
化（
六
二

）　
仏
教
文
化（
六
四

）

㈢
　
相
模
に

消
え
去
る
武
士
た
ち

相
模
武
士
の

風
土（
六
九

）　
相
模
に

消
え
去
る
武
士
た
ち（
七
二

）

二

　
戦
乱
の

世

㈠
　
鎌
倉
府
の

成
立

足
利
尊
氏
鎌
倉
に

叛
す（
七
六

）　
足
利
直
義
鎌
倉
に

死
す（
七
八

）　
鎌
倉
府
の

成
立（
八
〇

）　
関
東
公
方
の

武
断
的
支
配
と
管
領
上
杉
氏（
八
一

）

関
東
公
方
将
軍
と

水
火
の

対
決（
八
二

）　
公
方
も
管
領
も
鎌
倉
を
去
る（
八
五

）
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㈡
　
小
田
原
北
条
氏
の

興
亡

伊
勢
宗
瑞
小
田
原
城
を
攻
略（
八
七

）　
小
田
原
北
条
氏
東
国
に

覇
を
制
す（
八
九

）　
小
田
原
北
条
氏
の

民
政（
九
一

）　
小
田
原
衆
所
領
役
帳（
九
三

）

離
合
常
な
き
相
甲
越
駿（
九
五

）　
小
田
原
北
条
氏
亡
び
る（
九
六

）

近
世

一

　
幕
藩
体
制
下
の

相
武

㈠
　
江
戸
に

幕
府
が
ひ
ら
か
れ
る

戦
乱
治
ま
る（
九
九

）
徳
川
家
康
江
戸
入
城
と
相
武（
一

〇
〇

）
家
臣
団
の

配
置
と

直
轄
領（
一

〇
一

）
農
村
の

再
編
成（
一

〇
二

）
交
通
路
と

関
所
が
整
備
さ
れ
る（
一

〇
四

）

㈡
　
小
田
原
藩
の

推
移

藩
主
の

交
替（
一

〇
九

）　
諸
藩
領
の

成
立
と
小
藩
の

創
立（
一

一

二

）　
増
加
す
る
旗
本
領（
一

一

五

）

㈢
　
幕
藩
体
制
下
の

村
方
と
町
方

法
人
化
し
た
村（
一

二

〇

）　
新
田
村
の

造
成（
一

二
一

）　
町
場
・

宿
場
・

市
場（
一

二

四

）　
村
方
・

町
方
の

文
化（
一

二

七

）　
社
寺
参
詣
と
庶
民
信
仰（
一

三
〇

）

㈣
　
幕
藩
体
制
の

破
綻

周
期
的
に

襲
う
地
震
と
天
災（
一

三
三

）　
封
建
財
政
の

破
綻（
一

三
六

）

近
代

一

　

近
代
化
の

足
音

㈠
　
開
国
の

舞
台

海
防
問
題
に

苦
し
め

ら
れ
る（
一

四
一

）　
日
米
和
親
条
約
は
横
浜
で

締
結（
一

四
三

）　
神
奈
川
奉
行
と
居
留
地（
一

四

六

）
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㈡
　
神
奈
川
県
の

成
立

貿
易
繁
昌
の

裏
側（
一

四
七

）　
幕
府
倒
壊
と
相
武
の

旗
本
た
ち（
一

五
〇

）　
他
県
に

先
立
つ

区
会
と
県
会（
一

五

四

）

㈢
　
文
明
開
化
の

窓

ミ
ナ
ト
横
浜

横
浜
に

外
国
人
が
増
え
る（
一

五
八

）　
文
明
開
化
横
浜
に
上
陸（
一

五

九

）　
居
留
地
か
ら
の

文
明（
一

六
一

）　
キ
リ
ス

ト

教
伝
道
の

基
地（
一

六
二

）

県
下
に
ひ

ろ
が
る
開
化
の

風
物
詩（
一

六
五

）

㈣
　
自
由
民
権
運
動
の

高
潮

国
会
開
設
運
動
と
民
権
結
社（
一

六
六

）　
政
党
へ

の

参
加（
一

七
〇

）　
松
方
デ
フ

レ

下
の

農
村
不
況（
一

七
三

）　
武
相
困
民
党
の

挫
折（
一

七
五

）

豪
農
層
の

地
租
軽
減
運
動（
一

七
八

）

㈤
　
明
治
憲
法
下
の

県
勢

国
会
始
ま
る（
一

八
〇

）　
神
奈
川
県
民
党
の

分
裂（
一

八
二

）　
日
清
日
露
戦
争
と
県
民（
一

八
三

）　
戦
後
の

変
貌（
一

八
四

）　
ス

ト
は
海
軍
工

廠
か
ら（
一

八
六

）

準
則
組
合
と
労
働
組
合（
一

八
八

）　
労
働
争
議
が
盛
ん
に

起
こ

る（
一

九
〇

）

㈥
　
貿
易
の

王
者
横
浜
の

成
立

条
約
改
正
と
神
奈
川
県（
一

九
一

）　
貿
易
関
連
工

業
が
盛
ん
に

な
る（
一

九
五

）　
世
界
に
の

び
る
横
浜
航
路（
一

九
八

）　
多
く
の

銀
行
が
で

き
る（
二

〇
〇

）

湘
南
再
び
よ
み
が
え
る
（
二

〇
三

）

㈦
　
日
露
戦
後
の

人
々

戦
勝
に
つ

づ
く
ス

ト
流
行
の

年（
二

〇
六

）　
地
方
改
良
計
画（
二

〇
九

）

二

　
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ

ー
の

波

㈠
　
デ
モ

ク
ラ
シ

ー
と
県
勢
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打
ち
よ
せ
る
新
し
い

波（
二
一

一

）　
第
一

次
大
戦
と
成
金（
二
一

七

）　
ト
ッ

プ
成
金
は
船
舶
業
者（
二
一

八

）
内
陸
工

業
も
活
況
を
呈
す（
二
二

二

）

㈡
　
重
工

業
地
帯
の

造
成

重
工

業
地
帯
出
現
の

素
因（
二
二

四

）　
海
岸
埋
立
て

に

よ
る
造
成（
二
二

五

）　
鉄
道
が
地
域
開
発
を
促
進
す
る（
二

二
七

）　
労
働
争
議
と
米
騒
動（
二
三
一

）

最
初
の

メ
ー
デ
ー
（
二

三
三

）　
県
民
を
襲
う
大
地
震（
二

三
五

）

三
　
太
平
洋
戦
争
へ

の

道

㈠
　
中
国
侵
略
の

拡
大

昭
和
恐
慌
の

旋
風（
二

三
八

）　
工

業
地
帯
の

再
編
成（
二

四
一

）　
再
建
労
組
は
拡
大
し
争
議
が
ふ

え
る（
二

四
三

）　
消
さ
れ
る
デ
モ

ク
ラ
シ

ー（
二

四
六

）

無
謀
な
太
平
洋
戦
争（
二

四
七

）

現
代

一

　
更
生
日
本
と
神
奈
川
県

㈠
　
占
領
下
の

県
勢

占
領
軍
横
浜
に

入
る（
二

五
一

）　
米
軍
基
地
化
す
る
県
域（
二

五
二

）　
民
主
化
へ

の

脱
皮（
二

五
三

）　
再
生
す
る
政
党
と
労
組（
二

五
五

）

二
　
不
死
鳥
神
奈
川
県
の

再
生

㈠
　
成
功
す
る
高
度
経
済
成
長

戦
時
耐
乏
と
戦
後
窮
乏（
二

五
七

）　
工

業
生
産
が
再
開
さ
れ
る（
二

六
一

）

㈡
　
経
済
大
国
へ

の

再
生

ド
ッ

ジ
不
況
を
吹
き
と
ば
す
朝
鮮
戦
争（
二

六
五

）　
新
工

業
地
帯
の

造
成（
二

六
六

）　
神
武
景
気
か
ら
い

ざ
な
ぎ
景
気
へ

（
二

六
九

）

再
び
王
者
横
浜
貿
易（
二

七
〇

）　
経
済
大
国
再
生
の

奇
跡（
二

七
一

）　
現
代
本
県
の

課
題（
二

七
二

）
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年

表

あ
と
が

き

口

絵

ア
メ
リ
カ

資
源
探
査
衛
星
ア
ー
ツ
一

号
か
ら
撮
影
の

神
奈
川
県

（
神
奈
川
新
聞
社
提
供
）

三
殿
台
遺
跡
（
横
浜
市
三
殿
台
考
古
館
提
供
）

納
税
木
簡
（
県
埋
蔵
文
化
財
セ

ン

タ
ー

蔵
）

阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
高
徳
院
蔵
）

青
磁
壺
（
称
名
寺
蔵
）

永
享
六
年
足
利
持
氏
血
書
願
文
（
鶴
岡
八
幡
宮
蔵
）

明
暦
以
前
東
海
道
小
田
原
城
下
町
の

図
（
三
宝
院
蔵
）

神
仏
御
影
降
臨
之
景
況
図
（
堀
内
久
勇
氏
蔵
）

四
季
農
耕
図
（
横
浜
開
港
資
料
館
蔵
）

安
政
元
年
ペ

リ
ー

提
督
横
浜
上
陸
の

図
（
児
玉
幸
多
氏
蔵
）

米
国
官
吏
江
府
行
装
の

図
（
ピ
ー
ボ
デ
ィ

ー

博
物
館
蔵
）

明
治
十
六
年
こ

ろ
の

横
須
賀
造
船
所
（
県
立
文
化
資
料
館
蔵
）

御
開
港
横
浜
大
絵
図
（
県
立
博
物
館
蔵
）

横
浜
海
岸
鉄
道
蒸
気
車
図
（
県
立
博
物
館
蔵
）

海
水
浴
客
で

に

ぎ
わ
う
大
磯
海
岸
（
大
磯
町
役
場
蔵
）

関
東
大
震
災
で

焦
土
と

化
し
た
横
浜
市
街
（『
大
震
災
写
真
画
報
』
か
ら
）

戦
災
の

焼
跡
を
片
づ
け
る
横
浜
市
民
（『
マ

ッ

カ
ー
サ
ー
の

見
た
焼
跡
』
か
ら
）

重
化
学
工

業
地
帯
の

工

場
群

酒
匂
渓
谷
に
か
か
る
東
名
高
速
道
路

都
市
化
が

進
む
相
模
野
台
地
（
神
奈
川
新
聞
社
提
供
）

一

大
臨
海
工

業
地
帯
へ

と
成
長
し
た
埋
立
地
（
神
奈
川
新
聞
社
提
供
）

装
幀

　
原

弘

（
裏
表
紙
・

遊
び
紙
の

マ

ー

ク
は
県
章
）
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は

じ

め

に

現
在
の

神
奈
川
県
は
、

南
に

相
模
湾
、

東
に

東
京
湾
を
ひ

か
え
、

北
は
多
摩
川
を
境
と
し
て

東
京
都
に

接
し
、

西
は
丹
沢
山
地
・

箱
根
山
塊
を
擁
し
て
、

山
梨
・

静
岡
両
県
に
つ

づ
き
、

面
積
は
お
よ
そ
二

千
四
百
平
方
㌔
㍍
で
、

全
国
総
面
積
の

〇
・

六

三

㌫
を

占
め

て

い

る
。

神
奈
川
県
の

創
立
は
、

明
治
元
年
（
一

八
六
八

）
の

こ

と
で

あ
る
が
、

現
在
の

県
域
が
確
定
し
た
の

は
、

一

八
九
三
（
明
治
二

十
六

年
）
の

こ

と
で
、

そ
の

広
さ
か
ら
言
え
ば
、

狭
少
な
こ

と
全
国
府
県
の

下
位
か
ら
第
五
位
で

あ
る
が
、

人
口

は
、

一

九
八
〇
年
（
昭

和
五
十
五
年
）、
六
百
九
十
二

万
四
千
二

百
五
十
八
人
を
数
え
、

全
国
府
県
中
の

上
位
第
三
位
に

あ
る
。

同
年
の

県
民
所
得
は
、

十

三
兆
三
千
六
百
二

十
億
円
に

及
び
、

全
国
府
県
中
高
位
を
占
め

る
。

本
県
は
、

こ

う
し
た
県
下
の

状
況
の

歴
史
的
過
程
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、

県
政
百
年
を
迎
え
た
の

を
機
会
に
、

一

九
六

七

年

（
昭
和
四
十
二

年
）「
神
奈
川
県
史
」
の

編
纂
に

着
手
し
、

一

九
八
三
年
（
昭
和
五
十
八
年
）
資
料
編
二

十
一

巻
二

十
三
冊
、

通
史
編

七
巻
、

別
編
三
巻
、

各
論
編
五
巻
、

総
計
三
十
六
巻
三
十
八
冊
を
完
成
し
た
。

資
料
編
は
、

県
史
叙
述
の

典
拠
と
な
る

県
の

内
外
に

遺
存
す
る

古
文
書
・

古
記
録
等
を
網
羅
し
た
。

そ
れ
に

よ
っ

て

叙
述
し
た
の

が
通
史
編
で

あ
り
、

こ

の

両
者
は
県
史
の

根
幹
を
な
す
も
の

で

あ
る
。

各
論
編
・

別
編
は
、

通
史
編
を
補
完
す
る

た
め
、

県
下
の

自
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然
・

民
俗
・

人
物
等
を
解
明
し
た
も
の

で

あ
る
。

県
史
全
巻
は
凡
そ
三
万
七
千
ペ

ー

ジ
、

通
史
編
だ
け
で

も
、

七
千
ペ

ー

ジ

に

及

ぶ
。

通
史
編
は
、

本
県
の

歴
史
に

つ

い

て
、

詳
細
な
記
述
を
行
っ

て
い

る
が
、

こ

れ
を
通
読
す
る
の

は
、

容
易
で

な
い
。

よ
っ

て

こ

こ

に
、

取
り
敢
え
ず
通
史
の

概
要
を
、

人
々

の

活
動
に

視
点
を
お
い

て

ま
と
め

た
の

が

本
書
で

あ
る
。

こ

の

厖
大
な
県
史
の

編
纂
は
、

県
当
局
の

熱
意
と
、

県
史
編
集
室
員
の

万
般
に

渉
る

努
力
と
、

県
下
各
地
の

方
々

の

援
助
に

支
え

ら
れ
て
、

多
数
の

編
集
委
員
及
び
、

委
員
の

外
に

依
頼
し
た
研
究
者
の

執
筆
分
担
に

よ
っ

て

出
来
た
も
の

で

あ
る
が
、

こ

の

「
神
奈

川
県
の

歴
史
」
は
、

県
史
の

前
主
任
執
筆
委
員
児
玉
幸
多
・

大
久
保
利
謙
・

安
藤
良
雄
の

各
氏
協
力
の

下
に
、

竹
内
理
三
が
通
史
編

七
巻
の

ダ
イ
ジ
ェ

ス

ト
版
と
し
て
、

単
独
執
筆
し
た
も
の

で

あ
る
。

本
書
に

よ
っ

て
、

本
県
県
民
の

活
動
と
そ
の

発
展
の

大
要
を
知
っ

た
読
者
は
、

さ
ら
に

通
史
編
に

よ
っ

て

そ
の

詳
細
を
知
り
、

よ

り
深
く
研
究
し
よ
う
と
さ
れ
る
場
合
、

あ
る
い

は
本
書
に

触
れ
得
な
か
っ

た
事
柄
に
つ

い

て

も
知
ら
れ
た
い

場
合
な
ど
に

は
、

資
料

編
を
参
照
さ
れ
る
こ

と

を
お

す
す
め

す
る
次
第
で

あ
る
。
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一

　
人
間
の

痕
跡

㈠
　
最
古
の

人
跡

二

万
年
前
の

人
跡

日
本
列
島
に

お

け
る
人
間
の

歴
史
は
、

十
万
を
単
位
と

し
て

数
え
る
ほ
ど
の

遠
い

年
代
に

ま
で
、

さ
か
の

ぼ

る

可
能
性
が
あ
る
と
い

わ
れ
て

い

る
。

し
か
し

今
日
の

と
こ

ろ
で

は
、

三
万
年
か
ら
一

万
年
前
に

出
来
た
と

推
定
さ
れ
て

い

る
立
川
ロ

ー
ム

層
と
よ
ば
れ
る

地
層
の

中
か

ら
発
見
さ
れ
る
石
器
が
、

最
古
の

人
間
の

痕
跡
で

あ
る
と
さ
れ
て

い

る
。

こ

の

立
川
ロ

ー
ム

層
は
、

五
十
万
年
前
か
ら
四
十
万
年
前

と
さ
れ
て

い

る

洪
積
世
の

中
ご
ろ
以
降
に
、

南
関
東
で

は
箱
根
山
や
富
士
山
、

北
関
東
で

は
白
根
山
・

浅
間
山
等
の

火
山
活
動
で

噴

出
し
た
火
山
灰
が
、

偏
西
風
に

よ
っ

て

運
ば
れ
、

堆
積
し
て

で

き
た
地
層
（
こ

れ
を
関
東
ロ

ー
ム

層
と
よ
ん
で

い

る

）
の

う
ち
、

最
後
に

で

き
た
地
層
で

あ
る
。

こ

の

地
層
か
ら

発
見
さ
れ
る

人
跡
は
、

石
器
の

存
在
に

よ
っ

て

確
認
さ
れ
る
。

こ

の

時
代
は
土
器
が
な
い

の

で
、

先
土
器
時
代
と

か

無
土
器
時
代
と

呼
ば
れ
る
が
、

考
古
学
上
の

時
代
区
分
で

あ
る

旧
石
器
時
代
と

呼
ぶ

人
も
い

る
。

こ

の

先
土
器
時
代
の

存
在
は
、

一

九
四
九
年
（
昭
和
二

十
四

）
に
、

相
沢
忠
洋
の

岩
宿
遺
跡（
群
馬
県

）の
発
見
に

よ
っ

て

初
め

て

知
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ら
れ
た
。

そ
の

の

ち
、

こ

の

先
土
器
時
代
の

遺
跡
の

発
見
が

相
つ

い

で

報
告
さ
れ
、

今
日
で

は
、

北
は
北
海
道
か
ら

南
は
沖
縄
ま
で
、

そ

の

遺
跡
の

数
は
、

ほ
ぼ
五
千
を
超
え
る
に

至
っ

た
。

た
だ
、

そ
の

分

布
は
、

全
国
的
で

あ
る
と
は
い

え
、

地
域
的
な
偏
在
が
目
立
っ

て

い

る
。現

在
、

県
下
で

は
、

約
二

百
か

所
ほ
ど
の

先
土
器
時
代
の

遺
跡
が

報
告
さ
れ
て

い

る
。

そ
の

八
割
以
上
が
、

相
模
原
市
・

座
間
市
・

大

和
市
・

海
老
名
市
・

綾
瀬
市
・

藤
沢
市
に

ま
た
が
る
相
模
野
台
地
に

あ
る
。

し
か
し
台
地
の

中
央
部
に

は
な
く
て
、

台
地
の

東
を
限
る

境

川
と
、

西
を
流
れ
る

相
模
川
の

両
川
が

台
地
を
き
ざ
ん
で

い

る

多
数

の

谷
に
の

ぞ
ん
で

存
在
し
て

い

る
。

そ
の

状
況
は
、

全
国
的
に

み
て

も
、

分
布
密
度
の

最
も
高
い

地
域
の
一

つ

と
な
っ

て

い

る
。

ま
た
、

目
黒
川
・

引
地
川
・

蓼
川
・

綾
瀬
川
・

目
久
尻
川
・

姥
川
・

鳩
川
の

流
域
に

も
、

点
々

と

遺
跡
が

並
ん
で

い

て
、

人
々

が
、

川
に

沿
っ

て

移
動
し
て

い

た
こ

と
を
示
し
、

そ
の

生
活
が
、

川
に

た

よ

る

こ

と

ローム層断面　相模原市丁五号遺跡
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